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 日中は気温が高い日がありますが、爽やかな秋風を感じる時間も少しずつ増え子どもたちが大好きな戸外遊びや

お散歩が思う存分できる季節になりました。外に行くときの子どもたちの嬉しそうな表情は、いつ見ても心が和み

ます。今月も、気持ちよく、元気に遊びや活動が行える環境を整え、充実した園生活を過ごせるよう取り組んでま

いりたいと思います。また、季節の変わり目から体調が崩れやすく、様々な感染症に気を付けなければいけない季

節でもあるので、子どもたちの心と体の変化を見落とさないよう努めてまいります。 

 

             ～子どもにとって、友だちってどんな存在？～ 

 保育園で友だちとどのように過ごしているか、上手く遊べているか、お子さまの友だち関係が心配になることも

あるかと思います。大人は、 「友だちの定義」が人それぞれですよね。何でも話せる人、一緒にいて気持ちが楽にな

る人、価値観が同じ人など、自分が必要とする友だちを見つけようとすることができます。では、子どもにとって、

友だちとはどんな存在なのでしょう。０歳、１歳の子どもは、自分以外の友だちの存在はしっかり認識していて、

友だちの持っているものを見つめたり、傍に近寄って触れたり、そして、真似をするなど友だちへの意識の芽生え

がはじまります。2 歳、３歳児は、友だちのしていることにより興味をもち、一緒に遊びたいという気持ちが強く

なることから、友だちとの関わりを求めることが増えてきます。４、５歳児は、友だちの行動や表情など 「目に見

える特徴」をとらえる力が備わってくることで、自分と気の合う友だちを見つけて一緒にいたいと思い、6 歳近く

になると 「おもしろい」「やさしい」など内面に目が向くようになることで、その子のどんな所が好きだから一緒に

遊びたいと明確に説明することができ、友だちの存在を強く感じるようになります。友だちと関わることは子ども

であっても人と人、もちろん意思疎通が上手くいかず喧嘩になることもあります。大人は、良好な関係を構築する

ためにトラブルを避けようとする関わりができますが、子どもはまだ難しくだからこそ気持ちがぶつかってしまい

ます。そのような時、謝ることを目的とせず、お互いの思いを届け、解決する糸口を子どもと一緒にみつけること

が私たちの役割であると思っております。子どもは友だちからいろんな刺激を受けて成長していきます。その子な

りのペースとやり方で友だちを作り、共感し合ったり、違いを補い合ったりしながら内面の幅が広がっていくと思

います。保育園生活の中で、 「友だちと一緒なら遊びも楽しい！」「一人だと不安だけど、友だちと一緒なら大丈夫！」

と思えるよう、そして、友だちとの関係が大切に育まれ、深めていけるよう関わっていきたいと思います。 

      ～今月の行事予定～ 

  3 日（火）  運動会予行練習（幼児クラス） 

  ６日（金）  英語で遊ぼう（幼児クラス） 

         園医健診 

 １０日（火）  運動会予行練習（幼児クラス） 

 １４日（土）  運動会   （幼児クラス） 

         ※末長小学校 体育館 

 １６日（月）  避難訓練 

 １８日（水）  花の美保育室との交流保育 

               （乳児クラス） 

 ２０日（金）  英語で遊ぼう（幼児クラス） 

 ２４日（火）  あそびの広場 

 ２６日（木）  誕生会 

        ～お知らせ～ 

ࣿँऀ個人面談について 

 子どもたちが充実した園生活が送れるよう、保護者

の皆様と相互理解を図り、連携をとりながら保育を

進めていきたいと思い、コロナ禍以前行っていた個

人面談を全保護者の皆様と行いたいと思っておりま

す。年度初めにお伝えできず、申し訳ございません。 

 個人面談スケジュールですが、１１月は０・1 歳児ク

ラス、１２月は３歳児クラス、１月は４歳児クラス２月

は２歳児クラス、尚、５歳児クラスは２月もしくは３月

のご都合のよろしい日に行います。お仕事のご都合もお

ありかと思います。その際は、他の月でも構いません。

後日、希望日をお伺いするお手紙を改めて配布いたしま

すのでご確認ください。ご質問等ありましたら、園長ま

でお声掛けください。 


